
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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路傍の花　「薩
サ ツ マ ル リ ミ

摩瑠璃実の木
キ

」
（北方地区）

　新春を飾る消防出初式は，晴天に恵まれる中挙

行されました。式典後には川内川河川敷にて放水

演習が行われ，消防団員の一斉放水で平成最後の

出初式を締めくくりました。

（P5にて関連記事掲載）

『 町民の安心・安全を願って 』



広報 ゆうすい　2

禍
わ
ざ
わ
い

を
転
じ
て
福
と
為な

す
１
年
に

湧
水
町
長

　

池
上 　

滝
一

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝

か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
に
対
す
る
温

か
い
ご
理
解
と
、
多
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
今
年
も
元
旦
は
、
朝
５
時
か
ら

開
催
さ
れ
る
一
般
社
団
法
人
会
の
元
旦

を
祝
う
会
に
参
加
し
、
陣
ノ
岡
公
園
で

実
施
さ
れ
た
「
元
旦
初
日
の
出
を
見
る

会
」
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
曇
り
空

で
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
午
前
７

時
27
分
に
く
っ
き
り
と
初
日
の
出
を
拝

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
願
い

が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
今
年

１
年
湧
水
町
が
平
和
で
明
る
い
年
に
な

る
よ
う
祈
願
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し

た
。さ

て
昨
年
は
、
４
月
に
硫
黄
山
が

２
５
０
年
ぶ
り
に
噴
火
し
、
白
濁
し
た

有
害
物
質
が
川
内
川
に
流
れ
込
み
本
町

農
業
を
営
む
方
を
は
じ
め
関
係
各
位
に

多
大
な
損
害
を
与
え
ま
し
た
。
一
刻

も
早
い
噴
火
終
息
を
希
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
世

相
を
一
字
で
表
す
漢
字
に
「
災
」
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
硫
黄
山
関
係
の
被

害
も
災
い
（
禍
）
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
農
家
の
皆
様
に
は
重
大

な
決
断
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
苦

渋
の
判
断
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆

様
と
今
後
の
営
農
の
あ
り
方
や
支
援
策

等
に
つ
い
て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
将
来
の
農
業
振
興
に
繋
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
顕
著
な
状
況
で
あ
り
地
方
自

治
体
も
様
々
な
課
題
に
直
面
し
今
ま
さ

に
、
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
が
大
き
く

変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
本
町
も
例

外
で
は
な
く
、
新
た
な
施
策
を
模
索
し

な
が
ら
、
実
践
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年

か
ら
全
職
員
を
対
象
に
、
教
育
子
育
て

支
援
・
定
住
雇
用
・
農
林
水
産
業
振
興
・

医
療
高
齢
者
福
祉
の
充
実
・
観
光
振
興
・

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
等
の
九
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

協
議
検
討
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
、
本
町
振
興
に
期
待
の
も
て

る
案
件
を
来
年
度
以
降
の
施
策
に
活
か

し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
が
、
予
算

を
伴
い
ま
す
の
で
議
会
の
判
断
や
住
民

皆
様
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
本
年
４
月
よ

り
、
新
た
な
行
政
課
題
や
行
政
需
要
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
さ
ら
に
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
な
行
政
運
営
を
考
慮
し
て
、
昨
年
に

引
き
続
き
組
織
再
編
を
実
行
し
、
19
課

を
15
課
に
再
編
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
今
年
も
多
く
の
重
要

事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
年

後
に
迫
っ
た
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
、
ア
ー
モ
ン
ド
地
域
お

こ
し
事
業
、
栗
野
岳
一
帯
観
光
整
備
事

業
や
吉
松
駅
前
周
辺
及
び
竹
中
池
周
辺

開
発
等
、
い
ず
れ
も
本
町
の
活
性
化
に

は
不
可
欠
な
案
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
ご
支
援
ご
提
言
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
本
町
の
児
童
生
徒
の
活
躍
が

目
覚
ま
し
い
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
児
童
生
徒
が
健
康
で
た
く

ま
し
く
成
長
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
内

容
充
実
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
空
調

整
備
な
ど
の
教
育
環
境
整
備
に
も
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
高
齢

者
や
障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年

が
明
る
く
希
望
に
満
ち
、
新
元
号
の
年

が
飛
躍
の
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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住
民
の
負
託
に
応
え
た

心
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

湧
水
町
議
会
議
長

　

森
山 　

マ
ス
ミ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
最
後
と
な
る
新
年
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

希
望
に
満
ち
た
明
る
く
平
穏
な
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、町
議
会
で
は
、こ
の
１
年
「
町

民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
て
、
ご
意
見
や
ご
要
望

を
拝
聴
し
、
町
政
に
反
映
す
べ
く
努
め

て
参
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
反
省
す
べ

き
こ
と
も
多
く
、
決
し
て
満
足
い
た
だ

け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
存
じ

ま
す
が
、
こ
の
間
賜
り
ま
し
た
ご
理
解

と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
漢
字
「
災
」
に
象
徴
さ
れ
ま

す
よ
う
に
平
成
30
年
は
、
全
国
的
な
異

常
気
象
に
よ
る
台
風
や
豪
雨
災
害
、
地

震
等
の
自
然
災
害
が
多
発
し
、
尊
い
命

が
失
わ
れ
る
な
ど
甚
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
台
風
24
号
に
よ

る
被
害
の
ほ
か
、
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う

川
内
川
へ
の
有
害
物
質
流
入
に
よ
る
稲

作
中
止
な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
も

あ
り
ま
し
た
。
特
に
硫
黄
山
噴
火
に
伴

う
影
響
は
長
期
化
に
及
ぶ
こ
と
や
風
評

被
害
の
広
が
り
な
ど
深
刻
な
も
の
が
あ

り
、
今
後
農
家
の
立
場
に
立
っ
た
き
め

細
か
な
対
応
策
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

議
会
も
行
政
と
一
体
と
な
り
継
続
し
た

取
り
組
み
を
し
て
参
り
ま
す
。
一
方
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の

放
映
に
よ
り
観
光
事
業
が
反
響
す
る
と

と
も
に
、
明
治
維
新
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
再
確
認

し
、
誇
り
が
持
て
た
明
る
い
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
な
お
進
行
す
る
過
疎
地
域
の
本
町

に
お
い
て
は
、
医
療
や
福
祉
の
確
保
、

教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
働

き
口
の
減
少
、
空
家
の
増
加
、
公
共
交

通
の
利
便
性
低
下
な
ど
の
住
民
生
活
に

お
け
る
問
題
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
な

ど
農
業
基
盤
の
整
備
と
維
持
に
関
係
す

る
問
題
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
昨

年
4
月
に
「
湧
水
町
空
家
・
空
地
バ
ン

ク
」
が
創
設
さ
れ
定
住
促
進
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
一
部
負
担

に
つ
き
ま
し
て
も
全
額
助
成
が
実
施
さ

れ
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
年
末
の
12
月
議

会
で
は
国
の
交
付
金
を
受
け
、
町
内
各

小
中
学
校
・
幼
稚
園
へ
空
調
設
備
設
置

に
向
け
た
関
係
予
算
を
可
決
し
て
お

り
、
今
後
設
置
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
議
会
は
、
今
後
も
議
会
の
機

能
強
化
と
議
員
の
資
質
向
上
な
ど
の
議

会
改
革
に
務
め
、
住
民
の
皆
様
の
ご
意

見
や
ご
要
望
な
ど
の
負
託
に
応
え
、
湧

水
町
の
基
本
計
画
に
沿
っ
た
農
林
業
や

商
工
観
光
の
振
興
、
心
の
通
う
福
祉
の

町
づ
く
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
の
整
備
充
実
、
災
害
の
な

い
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
な
ど
の
諸

施
策
の
実
現
に
行
政
と
一
体
と
な
り
取

り
組
み
、
皆
様
と
と
も
に
元
気
で
心
豊

か
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

最
善
の
努
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま

す
。
何
と
ぞ
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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１
月
４
日
（
金
）
に
栗
野
中
央
公
民

館
で
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
、
83
名
の
新

成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員

会
（
委
員
長
：
玉
利
涼
華
さ
ん
（
上
川

西
地
区
））
が
昨
年
10
月
に
組
織
さ
れ
、

新
成
人
一
人
一
人
の
心
に
残
る
成
人
式

に
し
よ
う
と
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
成
人
式
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
か
ら
町
へ
記
念

品
（
図
書
購
入
費
）
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
実
行
委
員
会
主
催
行
事
で
、
出

生
か
ら
新
成
人
に
な
る
ま
で
の
思
い
出

を
振
り
返
る
映
像
が
上
映
さ
れ
、
懐
か

し
い
場
面
の
登
場
に
笑
い
が
出
る
な
ど
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
会
場
は
包
ま

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
成
人
代
表
の
綾
織
昇
弥

さ
ん
（
西
下
場
地
区
）
が
二
十
歳
の
決

意
を
述
べ
ら
れ
、
感
謝
と
希
望
を
胸
に

大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

平成 31 年湧水町成人式
新成人，感謝と希望を胸に大人としての第一歩

20th
Anniversary

   新・成 人



　

１
月
６
日
（
日
）
、
栗
野
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
湧
水

町
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
団
員
の
堂
々

と
し
た
分
列
行
進
や
、
功
労
者
表

彰
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
湧
水
町
消
防
団
は
肱
岡

秋
則
消
防
団
長
以
下
15
分
団
で
構

成
さ
れ
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
、
火
災
や
災
害

時
の
出
動
に
備
え
、
日
頃
か
ら
規

律
訓
練
・
操
法
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰
及
び

県
消
防
協
会
退
職
感
謝
状
授
与

銀
盃
・
退
職
感
謝
状

元
湧
水
町
消
防
団

（
故
）花
堂　

伸
一

　
　

郷
原　

喜
真
男

　
　

若
木　

勝

　
　

迫
坪　

耕
二

　
　

𠮷
森　

博
史

　
　

有
馬　

伸
一

　
　

新
屋
敷　

幸
生

　
　

中
水
流　

幸
男

　
　

橋　

和
弘

　
　

下
村　

雄
二

　
　

山
﨑　

利
夫

　
　

東　

真
一
郎

　
　

山
田　

成
人

　
　

内
倉　

純
二

　
　

野
本　

亮

　
　

宮
田　

博
之

県
消
防
協
会

姶
良
伊
佐
支
部
長
表
彰

　

幸
田
分
団　
　

浜
田　

勝
樹

　

幸
田
分
団　
　

前
畑　

良
一

　

川
西
分
団　
　

小
川　

直
也

　
吉
松
中
央
分
団　

丸
山　

真
治

　

般
若
寺
分
団　

馬
迫　

智
介

　
栗
野
中
央
分
団　

大
浦　

幸
一

　

上
場
分
団　
　

窪
園　

重
明

　

長
谷
分
団　
　

亀
澤　

利
一

　

長
谷
分
団　
　

寺
園　

誠

町
長
表
彰

40
年
勤
続
章

　

川
西
分
団　
　

𠩤
田　

浩
二

35
年
勤
続
章

　

本　
　

部　
　

肱
岡　

秋
則

　

本　
　

部　
　

大
山　

力

30
年
勤
続
章

　

米
永
分
団　
　

西
川　

四
男

25
年
勤
続
章

　

轟
分
団　
　
　

池
田　

一
明

　

中
津
川
分
団　

伏
見　

博
樹

　

轟
分
団　
　
　

二
渡　

彰
吾

　

老
竹
分
団　
　

神
掛　

雅
士

　

轟
分
団　
　
　

植
林　

伸
洋

　

老
竹
分
団　
　

老
谷　

高
徳

　

老
竹
分
団　
　

西
牟
田　

利
一

20
年
勤
続
章

　

川
添
分
団　
　

高
橋　

浩
治

　

幸
田
分
団　
　

池
田　

義
幸

　

川
添
分
団　
　

竹
中　

清

　

中
津
川
分
団　

高
橋　

光
啓

　
吉
松
中
央
分
団　

丸
山　

耕
治

　

川
添
分
団　
　

有
田　

健
太
郎

　

老
竹
分
団　
　

西
原　

誠

15
年
勤
続
章

　

幸
田
分
団　
　

浜
田　

勝
樹

　

幸
田
分
団　
　

前
畑　

良
一

　

川
西
分
団　
　

小
川　

直
也

　
吉
松
中
央
分
団　

丸
山　

真
治

　

般
若
寺
分
団　

馬
迫　

智
介

　
栗
野
中
央
分
団　

大
浦　

幸
一

　

上
場
分
団　
　

窪
園　

重
明

　

長
谷
分
団　
　

亀
澤　

利
一

　

長
谷
分
団　
　

寺
園　

誠

10
年
勤
続
章

　

米
永
分
団　
　

藤
垣　

義
信

　

北
方
分
団　
　

横
山　

直
己

　

鶴
丸
分
団　
　

古
川　

和
徳

　

中
津
川
分
団　

川
田　

真
嗣

　
吉
松
中
央
分
団　

山
下　

俊
二

　

長
谷
分
団　
　

内
村　

浩
之

　
本
部
付
女
性
部　
前
田　

み
ど
り

５
年
勤
続
章

　

川
西
分
団　
　

坂
元　

進
也

　

川
西
分
団　
　

池
島　

清
輝

　

川
西
分
団　
　

柳
原　

一
郎

　

川
西
分
団　
　

中
神　

臣
彦

　

中
津
川
分
団　

礒
貝　

友
晃

　

鶴
丸
分
団　
　

福
崎　

裕
二

　
栗
野
中
央
分
団　

大
山　

拓
哉

　

北
方
分
団　
　

今
田　

秀
樹

　

轟
分
団　
　
　

廣
田　

裕
二

　

幸
田
分
団　
　

迫
田　

明
文

　

長
谷
分
団　
　

野
本　

大
作

　

長
谷
分
団　
　

綾
織　

裕
太
郎

一
般
感
謝
状

25
年
勤
続
者
の
家
族

　

池
田　

ゆ
か
り

　

伏
見　

雅
子

　

二
渡　

紀
子

　

神
掛　

ち
ず
子

　

植
林　

寿
子

　

老
谷　

貴
子

　

西
牟
田　

真
理
子

15
年
勤
続
者
の
家
族

　

浜
田　

さ
と
み

　

前
畑　

良
江

　

小
川　

霞

　

丸
山　

さ
ゆ
り

　

馬
迫　

め
ぐ
み

　

大
浦　

篤
美

　

窪
園　

裕
子

　

亀
澤　

久
美
子

　

寺
園　

さ
と
み

町
消
防
団
後
援
会
長
表
彰

　

幸
田
分
団　
　

前
畑　

良
一

　

鶴
丸
分
団　
　

米
山　

繁
美

　

中
津
川
分
団　

南　

竜
一
郎

団
長
表
彰

　
栗
野
中
央
分
団　

内
村　

英
幸

　

米
永
分
団　
　

米
滿　

良
郎

　

川
西
分
団　
　

小
川　

直
也

　

北
方
分
団　
　

横
山　

直
己

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

竿
頭
綬

　

湧
水
町
消
防
団

勤
続
章

　

老
竹
分
団　
　

古
市　

幸
二

鹿
児
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

　

幸
田
分
団　
　

池
田　

義
幸

　

川
添
分
団　
　

竹
中　

清

　
吉
松
中
央
分
団　

丸
山　

耕
治

　

老
竹
分
団　
　

西
原　

誠

精
績
章

　

幸
田
分
団　
　

浜
田　

勝
樹

　

幸
田
分
団　
　

前
畑　

良
一

　
吉
松
中
央
分
団　

丸
山　

真
治

　
栗
野
中
央
分
団　

大
浦　

幸
一

　

上
場
分
団　
　

窪
園　

重
明

　

長
谷
分
団　
　

亀
澤　

利
一

　

長
谷
分
団　
　

寺
園　

誠

県
知
事
表
彰

10
年
勤
続
章

　

米
永
分
団　
　

藤
垣　

義
信

　

北
方
分
団　
　

横
山　

直
己

　

鶴
丸
分
団　
　

古
川　

和
徳

　

中
津
川
分
団　

川
田　

真
嗣

　
吉
松
中
央
分
団　

山
下　

俊
二

　
吉
松
中
央
分
団　

上
原　

政
智

　

長
谷
分
団　
　

内
村　

浩
之

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
！

  
平
成
31
年
消
防
出
初
式
表
彰
者 

  

（
敬
称
略
）
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ゆうすいの話題

11 月 29 日 ( 木 )，神戸市で
開催された第 69 回全国学校給
食研究協議大会において，平
成 30 年度学校給食文部科学大
臣賞を受賞しました。

この賞は，学校給食の普及
と充実を図るため，優秀な成
績をあげた学校及び共同調理
場を表彰するものです。これ
からも，安心・安全でおいし
い給食の提供に調理場一丸と
なって努めてまいります。

12
月
18
日(

火)

、
農
家
を
さ
れ
て
い

る
今
村
次
良
さ
ん
（
上
場
地
区
在
住
）

（
83
）
が
、
上
場
小
学
校
の
児
童
21
名

を
自
宅
に
招
き
、
昔
な
が
ら
の
石
臼
と

杵
を
使
っ
て
餅
つ
き
体
験
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
取
り
組
み
を
行
お
う
と
、
昨
年

か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
今
村
さ
ん
は
、

児
童
た
ち
に「
う
る
ち
米
」や「
も
ち
米
」

の
違
い
、
つ
き
た
て
の
お
餅
の
お
い
し

さ
や
、
餅
つ
き
の
楽
し
さ
を
学
ん
で
ほ

し
い
と
の
想
い
を
こ
め
て
、
こ
の
日
の

た
め
に
ご
自
身
で
も
ち
米
の
作
付
か
ら

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

今
村
さ
ん
は
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を

食
べ
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
児
童
を
眺
め
な

が
ら
「
喜
ぶ
顔
が
見
れ
た
こ
と
が
、
な

に
よ
り
も
嬉
し
い
。
私
も
元
気
が
で
た

の
で
、
来
年
も
ぜ
ひ
餅
つ
き
を
し
た

い
。」
と
和
や
か
な
表
情
で
話
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
体
験
が
児
童
た
ち
に
と
っ

て
、
身
近
な
「
お
米
」
の
大
切
さ
を
学

ぶ
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

12 月 1 日（土）に満１００歳を迎
えられた坂口子キさんをご紹介いた
します。

坂口さんは，大正７年 12 月に鶴田
家の四女として，旧栗野町（田尾原）
に誕生されました。

元気の秘訣は，焦らず，人と比べ
ず，マイペースに過ごすこと。今は，
家族の面会を楽しみに，一日一日を大
切に過ごされています。

これからもお元気で，さらに長寿を
重ねられることをご祈念いたします。

12 月 15 日（土），吉松駅周
辺活性化の一環として，地域
の交流の場を創出することを
目的に，吉松駅前の古民家を
活用した「吉松物産館ふれあ
い市場」が開催されました。
吉松物産館の大久保館長のご
協力のもと地域の物産等が販
売され，町内外からの買い物
客で賑わいました。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2212）

本町給食共同調理場
文部科学大臣賞を受賞

100歳到達者　
坂口　子キさんを訪問

吉松物産館ふれあい市場
古民家活用し出張販売

餅
つ
き
で
学
ぶ

「
お
米
」
の
課
外
授
業

今村次良さん，京子さんご夫妻
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12
月
１
日
（
土
）
か
ら
２
日
（
日
）
に

か
け
て
、
プ
ロ
野
球
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ

ロ
ー
ズ
の
西
村
徳
文
監
督
に
よ
る
講
演
会

及
び
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
和
の
力
」
と
題
し
た
講
演
会
で
は
、

少
年
時
代
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
・
監
督
と

し
て
の
野
球
人
生
の
中
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
（
和
）
や
目
標
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

野
球
教
室
で
は
、
町
内
の
野
球
ク
ラ
ブ

な
ど
小
・
中
学
生
、
約
一
〇
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

盗
塁
王
や
首
位
打
者
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ

ラ
ブ
賞
な
ど
輝
か
し
い
経
歴
を
持
つ
監
督

は
、「
基
本
」
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
、

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
身
に
付
け
る
必
要
性

を
指
導
者
へ
も
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

オリックス・バファローズ監督
西村　徳文氏が講演会・野球教室を開催

西
村
徳
文
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
・
宮
崎
県
串
間
市
出
身
（
一
九
六
〇
年
）

・
宮
崎
県
立
福
島
高
校
卒
業
後
、
鹿
児
島

鉄
道
管
理
局
に
就
職
。
野
球
部
所
属
。

・
一
九
八
一
年　
ド
ラ
フ
ト
五
位
で
ロ
ッ

テ
オ
リ
オ
ン
ズ
に
入
団
。

・
一
九
八
六
年
か
ら
四
年
連
続
で
盗
塁
王

を
獲
得
。

・
一
九
九
〇
年　

打
率
三
．
三
八
で
、

パ
・
リ
ー
グ
史
上
初
と
な
る
ス
イ
ッ
チ

ヒ
ッ
タ
ー
の
首
位
打
者
と
な
り
、
中
堅

手
と
し
て
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
・
ゴ
ー
ル
デ

ン
グ
ラ
ブ
賞
を
獲
得
。
（
パ
・
リ
ー
グ

で
、
内
野
・
外
野
の
両
方
で
ゴ
ー
ル
デ

ン
グ
ラ
ブ
賞
を
初
め
て
獲
得
。
）

・
一
九
九
七
年　
引
退
。

・
一
九
九
八
年　
ロ
ッ
テ
一
軍
外
野
守
備

走
塁
コ
ー
チ
に
就
任
。

・
二
〇
一
〇
年　
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン

ズ
の
監
督
に
就
任
。
日
本
プ
ロ
野
球
史

上
初
と
な
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
三

位
か
ら
日
本
シ
リ
ー
ズ
出
場
権
を
勝
ち

取
り
、
日
本
一
に
輝
く
。
（
正
力
松
太

郎
賞
、
宮
崎
県
串
間
市
民
栄
誉
賞
、
プ

ロ
野
球
殿
堂
入
り
。
）

・
二
〇
一
六
年　
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ

ロ
ー
ズ
一
軍
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
就
任
。

・
二
〇
一
九
年　
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ

ロ
ー
ズ
監
督
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い

る
。

バッテング指導

ボールから目を離さず，次の塁を狙う気持ちで全力走塁を心がけよう！

指導者との懇談
子ども達全員に西村監督のサイン
をプレゼント
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３５ 年 。３５ 年 。

「星のさんぽ道」惜しまれつつ、今年で閉幕。

毎
年
湧
水
町
を
代
表
す
る
冬
の
人
気
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
県
内
外
の
カ
ッ
プ
ル
や
家

族
連
れ
な
ど
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
愛

さ
れ
て
き
た
、
轟
地
区
二
渡
自
治
会
の
「
星

の
さ
ん
ぽ
道
」
は
１
月
７
日
（
月
）
を
も
っ

て
35
年
間
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

「
飾
り
付
け
を
し
た
ら
、
学
校
帰
り
の
子

ど
も
た
ち
が
立
ち
止
ま
っ
て
綺
麗
と
言
っ

て
く
れ
た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
ん
で

す
」
と
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
話
す
の

は
、
星
の
さ
ん
ぽ
道
実
行
委
員
会
の
会
長

を
さ
れ
て
き
た
上
段
良
二
さ
ん
。

上
段
さ
ん
は
毎
年
冬
の
シ
ー
ズ
ン
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
の
た
め
帰
宅
路
を
照
ら
し
続
け
て

き
ま
し
た
。

も
と
も
と
は
35
年
前
、
上
段
さ
ん
が
個

人
で
子
供
た
ち
に
、
冬
の
暗
く
て
寒
い
夜

道
を
明
る
く
し
て
楽
し
ま
せ
た
い
と
、
自

宅
玄
関
脇
の
木
を
電
球
で
飾
り
付
け
た
こ

と
が
始
ま
り
で
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
年
々
自
然
と
自
治
会

中
に
広
ま
り
、
今
で
は
20
軒
以
上
の
ご
家
庭

で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
装
飾
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
点
灯
時
間

や
消
灯
時
間
を
統
一
し
て
イ
ベ
ン
ト
化
で

き
な
い
か
と
、
地
域
の
方
々
と
話
し
合
い
、

電
飾
を
星
に
例
え
て
多
く
の
方
々
に
一
度

歩
き
な
が
ら
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
で
「
星
の
さ
ん
ぽ
道
」
と
名
付
け
ら
れ
、

平
成
12
年
に
星
の
さ
ん
ぽ
道
実
行
委
員
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
当
初
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
費
を

賄
う
た
め
に
、
委
員
会
で
さ
つ
ま
い
も
の

作
付
か
ら
収
穫
ま
で
行
い
、
焼
き
芋
と
し

て
露
店
で
販
売
す
る
な
ど
し
た
収
益
を
も

と
に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
の
歴
史
の
中

で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
、
鹿
児
島
実
業
高
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
町
お
こ
し
の

優
良
事
例
と
し
て
表
彰
な
ど
も
受
け
、
こ

の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
よ
う
と
県
内
外

か
ら
の
視
察
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
で
最
後
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
付
け
す
る
方
々

の
高
齢
化
な
ど
で
体
力
的
に
厳
し
く
な
っ

て
き
た
こ
と
や
、
年
々
増
加
す
る
多
く
の

来
場
者
に
対
し
て
駐
車
場
の
収
容
台
数
が

対
応
し
き
れ
な
く
な
り
周
辺
道
路
が
渋
滞

し
、
地
域
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
た
め
、

苦
渋
の
決
断
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
長
の

上
段
さ
ん
は
、「
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
多
く
の
方
々
の
笑
顔
と
励
ま
し
の

お
か
げ
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
な
く

な
る
が
、
元
気
な
う
ち
は
個
人
的
に
続
け

て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
多
い
と
き
に
は
シ
ー
ズ
ン
で
４
万
人

以
上
の
方
々
が
訪
れ
、
湧
水
町
の
冬
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
県
内
外
に
「
湧
水
町
」

の
名
を
広
め
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

寒
い
冬
空
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
「
星
の

さ
ん
ぽ
道
」
は
、
来
場
者
の
心
を
い
や
し
、

夜
空
の
星
に
も
負
け
な
い
幻
想
的
な
輝
き

を
魅
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
上
段
さ
ん
や
実
行
委

員
の
方
々
を
は
じ
め
、
二
渡
自
治
会
の
方
々

の
地
域
の
子
供
た
ち
へ
の
愛
か
ら
生
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
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あ り が と う 。あ り が と う 。

こ
れ
ま
で
の
輝
跡
を
振
り
返
る

星のさんぽ道実行委員会のみなさま



ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

広報 ゆうすい　10

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
21
日

　
　
　
　

○
場
所
：
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
内

優
勝　

鹿
児
島
純
心
女
子　

宮
本　

光

（
鹿
児
島
純
心
女
子
高
３
年
：
幸
田
地
区
）

※
12
月
23
日
～
29
日
　
第
71
回
全
国
高
等

学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

出
場（
東
京
都
）

　
　
　
　

○
期
日
：
10
月
27
日
～
28
日

　
　
　
　

○
場
所
：
霧
島
市
春
山
緑
地
公
園

優
勝　

湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

　
　
　
　

○
期
日
：
11
月
４
日

　
　
　
　

○
場
所
：
霧
島
市
国
分
体
育
館

▼
ジ
ュニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス

　

Ａ
ブ
ロッ
ク

　

第
５
位　

真
弓　

優
輝（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　
　

平
川　

裕
也（
栗
野
小
６
年
）

　

Ｃ
ブ
ロッ
ク

　

第
４
位　

植
村　

優
心（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　
　

有
木
咲
太
朗（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　

○
期
日
：
11
月
11
日

　
　
　
　

○
場
所
：
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

【
組
手
の
部
】

▼
小
学
低
学
年
男
子

　

第
２
位　

亀
澤　

勇
映（
栗
野
小
１
年
）

　
　
　
　
　
拵
井
園　

礼（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
中
学
年
男
子

　

優
秀
賞（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

赤
﨑　

巨
幸（
栗
野
小
３
年
）

　
　
　
　
　

拵
井
園　

心（
栗
野
小
４
年
）

▼
小
学
高
学
年
男
子

　

優
秀
賞（
ベ
ス
ト
８
）

　
　
　
　
　

川
本　

悠
布（
栗
野
小
５
年
）

　
　
　
　
　

福
満　

敬
大（
栗
野
小
５
年
）

▼
成
年
女
子（
高
校
生
以
上
）

　

第
１
位　

老
谷　

木
里

（
鹿
児
島
第
一
高
１
年
：
轟
地
区
）

　
　
　
　

○
期
日
：
11
月
16
日
～
18
日

　
　
　
　

○
場
所
：
鳥
栖
市
民
体
育
館

【
個
人
組
手
の
部
】

▼
中
量
級（
▽
59
ｋｇ
級
）

　

第
３
位　

老
谷　

木
里

（
鹿
児
島
第
一
高
１
年
：
轟
地
区
）

　
　
　
　

○
期
日
：
11
月
18
日

　
　
　
　

○
場
所
：
国
分
総
合
プ
ー
ル 

▼
小
学
５・６
年
50ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
　

50ｍ
背
泳
ぎ

　

第
１
位　

下
戸　

悠
太
郎（
轟
小
６
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
小
学
４
年
以
下

　

第
１
位　
　

50ｍ
背
泳
ぎ

　

第
２
位　
　

50ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　

下
戸　

良
佑　
（
轟
小
４
年
）

　
　
　
　

○
期
日
：
11
月
24
日

　
　
　
　

○
場
所
：
加
世
田
総
合
体
育
館

第
３
位　

よ
し
ま
つ
Ｊ
Ⅴ
Ｃ

　

　
　
　
　

〇
期
日
：
11
月
24
日

　
　
　
　

〇
場
所
：
城
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

　
　
　
　

〇
参
加
チ
ー
ム
：
24
チ
ー
ム

第
３
位　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ルスポ

ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　

〇
期
日
：
小
学
生　

12
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
生　

12
月
９
日

　
　
　
　

〇
場
所
：
栗
野
体
育
館
他

　
　
　
　

〇
参
加
チ
ー
ム
：

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
生　

34
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
生　

24
チ
ー
ム

▼
小
学
生
男
子
混
合

　

優
勝　

伊
佐
市
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
ジ
ュニ
ア

　
　
　
　
　

立
野　

駿
介（
栗
野
小
４
年
）

　
　
　
　
　

中
水
流
快
晴（
栗
野
小
４
年
）

　
最
優
秀
賞　

中
水
流
春
矢（
栗
野
小
６
年
）

　

優
秀
賞　

福
田　

航
聖（
栗
野
小
６
年
）　　
　
　

　
　
　
　

〇
期
日
：
12
月
９
日

　
　
　
　

〇
場
所
：
吉
松
体
育
館

　
　
　
　

〇
参
加
チ
ー
ム
：
87
チ
ー
ム

【
団
体
戦
】

　

▼
中
学
校
男
子
の
部

　
　

第
３
位　

吉
松
中
学
校

　
　
　
　

○
期
日
：
11
月
25
日

　
　
　
　

○
場
所
：
福
山
町
ま
き
ば
ド
ー
ム

優
勝　
　
「
霧
島
ク
ラ
ブ
Ａ
」

　
　
　

郷
原　

章
平（
下
川
西
地
区
出
身)

　
　
　

郷
原　

悠
平（
下
川
西
地
区
出
身)

　
準
優
勝　
「
霧
島
ク
ラ
ブ
Ｂ
」

　
　
　

郷
原　

秀
人（
下
川
西
地
区
）

　
　
　

宇
都　

三
郎（
下
川
西
地
区
）

第
71
回
全
国
高
等
学
校　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会　

鹿
児
島
県
予
選

き
り
し
ま
国
分
三
旗
学
童

軟
式
野
球
大
会
２
０
１
８（
Ｍ
ｓ
旗
）

霧
島
オ
ー
プ
ン
秋
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
52
回
鹿
児
島
県

空
手
道
選
手
権
大
会
（
団
体
戦
）

第
38
回
全
九
州
高
等
学
校

空
手
道
新
人
大
会

平
成
30
年
度
霧
島
テ
ク
ノ
大
会

安
藤
旗
第
31
回
鹿
児
島
県　

小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
優
勝
大
会
（
女
子
の
部
）

第
14
回
湧
水
町

勝
栗
旗
豊
祭
剣
道
大
会

南
日
本
新
聞
社
杯
鹿
児
島
県

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

第
12
回
幸
田
旗ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
15
回
湧
水
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〇
写
真

後
列
中　

郷
原
悠
平

後
列
左　

郷
原
章
平

〇
写
真

前
列
右　

郷
原
秀
人

前
列
左　

宇
都
三
郎
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●
木き
さ
き
ば
る

崎
原
の
合
戦

永
禄
7
年
（
１
５
６
４
）
に
飯
野
城
に
入
っ
て
以
来
、
義
弘
公
は
伊
東

氏
の
情
報
収
集
を
念
入
り
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
体
と
な
る
の
は
、

修
験
者
や
僧
侶
で
す
。
愛
甲
相
模
坊
・
樺
山
浄
慶
坊
親
子
・
吉
禅
坊
・
武

禅
門
・
和
田
円
覚
坊
・
野
田
越
中
坊
・
盲
僧
菊
一
な
ど
の
名
が
古
文
書
に

見
え
ま
す
。
義
弘
公
に
限
ら
ず
戦
国
の
武
将
の
常
と
し
て
、
神
仏
の
力
に

縋す
が

っ
て
い
る
一
面
も
伺
え
ま
す
。
修
験
者
は
修
行
仲
間
か
ら
情
報
を
得

て
、
盲
僧
菊
一
は
琵
琶
法
師
と
し
て
伊
東
方
の
主
だ
っ
た
武
将
の
城
ま
で

出
か
け
て
い
ま
す
。
収
集
し
た
情
報
は
残
さ
ず
義
弘
公
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
元
亀
3
年
（
１
５
７
２
）
5
月
4
日
未
明
、
木
崎
原
合
戦

の
火
蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
す
。
伊
東
勢
は
ま
ず
義
弘
公
の
い
る
飯
野

城
は
攻
め
ず
に
夫
人
の
居
城
で
あ
る
加
久
藤
城
を
攻
め
ま
す
。
女
性
の
間

者
が
伊
東
方
に
逃
げ
込
み
偽
の
情
報
を
与
え
た
か
ら
で
す
。
偽
情
報
の
発

信
・
的
確
な
情
報
収
集
の
結
果
、
伊
東
勢
を
巧
み
に
木
崎
原
に
誘
い
込
み

袋
の
鼠
に
し
て
勝
利
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
戦
法
は
「
釣
り
伏
せ
」
と
呼

ば
れ
ま
す
が
、
決
戦
の
場
所
を
決
め
て
周
囲
に
伏
兵
を
置
き
そ
の
中
に
敵

を
誘
い
込
み
ま
す
。
狙
う
の
は
主
と
し
て
敵
の
大
将
の
首
で
す
。
島
津
方

は
大
将
を
擁
し
た
一
団
が
少
数
で
敵
の
中
に
攻
め
入
り
危
機
的
状
況
を
作

り
出
し
、
敵
か
ら
伏
兵
の
あ
る
地
点
ま
で
逃
げ
ま
す
。
敵
が
囲
み
の
中
に

入
っ
た
処
で
四
方
か
ら
攻
め
ま
す
。
横
川
城
攻
め
・
菱
刈
氏
と
の
攻
め
合

い
・
木
崎
原
と
同
じ
戦
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
木
崎
原
関
係
の
古
文
書
に

は
、
義
弘
公
は
あ
ら
か
じ
め
伊
東
氏
が
攻
め
て
来
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

と
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
東
氏
の
攻
撃
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
木
崎
原
で
伊
東
勢
三
千
の
大
軍
に
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
古
文
書
に
よ
る
と
、
夜
襲
が
あ
っ
て
右
往
左
往
し
て
い
る
時
に
、

義
弘
公
は
大
広
間
で
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
朝
飯
を
食
べ
て
出
陣
し
て
い
ま

す
。
伊
東
勢
三
千
の
急
襲
を
受
け
て
、
手
元
に
三
百
人
程
の
手
勢
し
か
い

な
い
大
将
の
振
る
舞
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
島
津
方
の
兵
力
で
す
が
、
古

文
書
に
よ
れ
ば
横
川
城
攻
め
に
飯
野
か
ら
七
九
六
九
人
の
兵
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
防
御
も
攻
撃
も
敵
の
倍
以
上
の
兵
力
を
擁
し
ま
す
。
横
川
城
攻

め
は
永
禄
5
年
と
7
年
説
が
あ
り
、
仮
に
7
年
と
し
て
も
元
亀
3
年
ま
で

菱
刈
氏
と
の
戦
い
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
兵
力
は
伊
東
氏
に
対
峙
す
る

た
め
に
以
前
よ
り
増
強
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
合
戦
で
島
津
方

は
伊
東
氏
の
名
だ
た
る
大
将
を
こ
と
ご
と
く
討
ち
取
り
、
後
に
九
州
の
桶

狭
間
と
い
わ
れ
た
戦
い
に
勝
利

し
ま
す
。

敗
れ
た
伊い

と
う東
義よ
し
す
け祐
は
大
分
の

大
友
氏
を
頼
っ
て
落
ち
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
島
津
氏
の

九
州
制
覇
が
始
ま
り
ま
す
。
木

崎
原
の
合
戦
も
古
文
書
を
読
む

限
り
に
お
い
て
も
矛
盾
に
満
ち

て
い
ま
す
が
、
島
津
氏
が
伊
東

氏
に
勝
利
し
た
こ
と
は
厳
然
た

る
事
実
で
す
。
た
と
え
矛
盾
は

あ
っ
て
も
歴
史
は
勝
者
に
よ
っ

て
書
か
れ
る
か
ら
で
す
。

寄
稿
・
市
来
隼
人
氏
（
上
場
地
区
）

平成31年は島津義弘公没後400年 Vol.8

【
日
新
公
い
ろ
は
歌
】

わ
　
私
を
捨
て
て
君
に
し
む
か
は
ね
ば
、
恨
み
も
起
り
述
懐
も
あ
り

　
私
心
を
捨
て
て
物
事
に
当
た
ら
な
い
と
、
い
つ
し
か
不
平
不
満
が
起

こ
る
も
の
で
あ
る
。 

か
　
学
問
は
明
日
の
潮
の
干
る
間
に
も
、
波
の
寄
る
こ
そ
静
か
な
れ
　

　

学
問
は
昼
夜
を
問
わ
ず
励
む
べ
き
も
の
だ
が
、
特
に
静
か
な
夜
は
勉

強
に
適
し
て
い
る
。

木崎原古戦場跡記念碑
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平成３０年度鹿児島県
図書

館大会で表彰されまし
た！

12月16日と20日に クリスマスおはなし会を行いました！

たくさんのご参加ありがとうございました♪

　開館時間：午前１０時～午後６時（ただし毎週金曜日は午後 7 時まで開館）
　休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３）
　問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１

くりの図書館に行こう！

　12 月 16 日（日）に，「おはな
しの森」を行いました。今回は，
伊佐市の読み聞かせボランティア
「ぎんなん」のみなさんを招いて，
クリスマスの絵本やハンドベルを
楽しみました。

　12月 20日（木）は，
よしまつふれあいの
家で図書館職員によ
る「クリスマスおはな
し会」を行いました。
寒さも吹き飛ぶ賑や
かで楽しいおはなし
会になりました。

　12 月 11 日（火）に栗野中央
公民館で高齢者学級が開催され，
あわせて図書館職員によるおはな
し会を行いました。旧栗野町時代
のこぼれ話や吉松に伝わる紙芝居
など，昔を振り返りながら参加者
は楽しい時間を過ごされました。

　平成 9年に発足した読
み聞かせグループ「とま
と」さんが，11月 14日
（水）に行われた平成 30
年度鹿児島県図書館大会
にて優良読書グループと
して表彰されました。「と
まと」のみなさんは日頃
から図書館のおはなし会
にも参加してくださり，
本町の読書推進に貢献さ
れています。

左から
福吉　美幸さん，境田ますみさん
古川　玲子さん，水谷  恵子さん

いつも楽しいおはなしを
ありがとうございます！！

高齢者学級で湧水町に

まつわるおはなし会を

行いました！

サンタさんから
クリスマスプレゼント！

！

受賞の副賞「図書券」を図書館へ寄贈して頂きました。

大切に使用させて頂きます。ありがとうございました！
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○
人
権
の
花
運
動

　「
閉
会
式
が
人
権
運
動
の
は
じ
ま
り
」　

～
吉
松
小
学
校
～

　

平
成
30
年
5
月
に
湧
水
町
な
ら
び
に
霧
島

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
か
ら「
人
権
の
花
運

動
」の
推
進
校
と
し
て
、指
定
を
受
け
た
吉
松

小
学
校
で
11
月
20
日
に
そ
の
運
動
の
閉
会
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
は
、昭
和
60
年
度
か
ら
主

に
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
運
動
で
、児

童
が
協
力
し
あ
っ
て
人
権
の
花「
ひ
ま
わ
り
」

を
育
て
、生
命
の
尊
さ
を
実
感
す
る
中
で
、や

さ
し
い
心
や
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、人
権

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
ろ
う
と
展
開
さ
れ
て

い
る
運
動
で
す
。開
会
式
で「
多
く
の
花
を
育

て
、地
域
の
人
た
ち
に
花
や
種
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
こ
と
で
、吉
松
全
体
に
や
さ
し
い
気

持
ち
を
広
げ
よ
う
！
」と
決
意
し
ま
し
た
。そ

し
て
子
ど
も
た
ち
は
、「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い　

み
ん
な
で　

か
け
よ
う　

や
さ
し
い
言
葉
」

を
標
語
に
掲
げ
、運
動
期
間
中
み
ん
な
で
協

力
し
て
ひ
ま
わ
り
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、こ
の
運
動
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、目
的
が
達
成
で
き
た
こ
と
に
対
し

て
、霧
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、児
童
か
ら
は
、採
れ
た
ひ
ま
わ
り
の

種
が
教
育
長
へ
贈
呈
さ
れ
、そ
れ
に
対
し
、教

育
長
は「
次
の
学
校
へ
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
で

も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、児
童
た
ち
は
、人
権

の
基
本
と
な
る『
や
さ
し
い
心
』、『
思
い
や
り

の
心
』を
し
っ
か
り
と
体
得
し
ま
し
た
。

人  権
ひろば

Vol.2

「
い
じ
め
に
つ
い
て
」

　
　
　
湧
水
町
立
栗
野
小
学
校

　
　
　
　
　
四
年
　
立
野
　
駿
介

ぼ
く
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
そ
れ
は
最
近
、テ
レ
ビ
や
新
聞
で「
い

じ
め
で
自
さ
つ
を
し
た
り
、
人
を
こ
ろ
し

た
り
す
る
人
が
い
る
。」
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
よ
く
目
に
す
る
か
ら
で
す
。

い
じ
め
が
起
き
る
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ぼ
く
は
、
い
じ
め
を

す
る
人
が
相
手
を
き
ら
っ
た
り
、
思
っ
て

い
る
こ
と
が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
に
い
や

な
こ
と
を
言
っ
た
り
す
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

中
学
生
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
い
じ
め
に

あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

お
姉
ち
ゃ
ん
が
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
と
き

で
す
。
い
じ
わ
る
を
さ
れ
た
と
き
、
最
初

は
た
だ
の
い
た
ず
ら
だ
と
思
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
で
も
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
ひ
ど

く
な
っ
て
何
度
も
何
度
も
く
り
返
さ
れ
て

「
わ
た
し
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。」

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
時
、悲
し
か
っ

た
け
ど
、「
や
め
て
。」
と
言
い
た
か
っ
た

け
ど
、
も
っ
と
い
じ
め
が
ひ
ど
く
な
る
の

が
こ
わ
く
て
学
校
の
人
に
は
、
相
談
で
き

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
。」

お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ

ん
に
相
談
し
た
こ
と
で
す
っ
き
り
し
た
そ

う
で
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
近
く
に
話
を

聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
た
か
ら
、
学
校
に

行
け
な
く
な
る
こ
と
も
な
く
、
今
も
元
気

に
す
ご
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
に
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
に
は
、
知
的
し
ょ
う
が
い

が
あ
り
ま
す
。
六
年
生
だ
け
ど
、
話
を
す

る
こ
と
が
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、

お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
洗
た
く
物
を
た
た
ん
だ

り
、
重
い
荷
物
を
も
っ
て
く
れ
た
り
、
た

く
さ
ん
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
い
っ

し
ょ
に
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ぼ
く
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
す
き
で

す
。
で
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
を
よ
く
知
ら
な

い
人
は
、「
気
持
ち
悪
い
。」「
赤
ち
ゃ
ん

み
た
い
。」
と
言
い
ま
す
。
こ
う
言
わ
れ

た
と
き
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
い
や
な

顔
を
し
ま
す
。
ぼ
く
だ
っ
て
い
や
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
い
じ
め
だ
と
思

い
ま
す
。
き
ず
つ
け
る
気
持
ち
が
な
く
て

も
、
相
手
が
き
ず
つ
い
た
ら
い
じ
め
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
お
兄
ち
ゃ
ん
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
た
ら
、
き
っ
と
お
兄
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が

大
す
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
い
じ
め

も
、
相
手
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
か
ら

平
気
で
き
ず
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

た
り
、
い
じ
わ
る
を
し
た
り
す
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
相
手
の
こ
と
が
分
か
れ
ば
、

も
っ
と
仲
よ
く
な
り
た
く
な
る
と
思
い
ま

す
。ぼ

く
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん

と
け
ん
か
を
し
ま
す
。
悪
口
も
言
い
ま

す
。
で
も
、
二
人
の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
す
ぐ
に
仲
直
り
も

で
き
ま
す
。
い
じ
め
と
け
ん
か
は
、
ち
が

い
ま
す
。
仲
が
い
い
か
ら
、
け
ん
か
が
で

き
る
の
で
す
。

ぼ
く
は
、
大
す
き
な
学
校
の
友
達
と
、

け
ん
か
を
し
て
も
い
じ
め
は
し
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
い
じ
め
を
し
て

い
る
人
が
い
た
ら
、
そ
れ
を
勇
気
を
も
っ

て
止
め
ら
れ
る
人
に
な
り
ま
す
。

第
22
回
鹿
児
島
県
小
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

中
学
年
の
部
　
奨
励
賞
作
品
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行政組織機構の再編を実施
町では，住民に提供するサービスの向上，また社会情勢の変化や行政需要に的確に対応できる組

織を目指し，行政組織機構の再編を昨年に引き続き実施します。 
今回は，平成３１年４月に行政組織の再編による課の統合や課の名称変更についてお知らせしま

す。

「課再編のメリット」　　　　　　　
○各課（局）で行っている業務を精査し，関連する業務を一つの課にまとめることで，行政事務の

効率化及び効果の向上が期待できる。
○再編による課の人員増に伴い組織の機能強化及び機動力が向上し，行政課題に対する対応力が強

化される。 
○組織再編に伴い課の数が減少し，人件費の抑制に繋がる。
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・加入資格
　家族会：自衛官の家族の方及び家族会　
　　　　　の趣旨に賛同する方。
　　　　　年会費は２，０００円です。
　協力会：協力会の趣旨に賛同する方。
　　　　　年会費は５００円です。
・申込方法
　吉松庁舎地域総務課にご連絡ください。
　℡ 0995-75-2111（内線 3116）

・受付期間
　平成31年1月21日(月)～平成31年2月18日(月)
・試験期日
　平成31年3月2日(土)
・試験会場
　陸上自衛隊　国分駐屯地
・合格発表予定日
　平成31年3月15日(金)
・応募資格
　平成31年4月1日現在，18歳以上33歳未満の方
・問合せ先
　自衛隊鹿児島地方協力本部　国分地域事務所　
　℡　0995-45-1836

リックン カイクン コウクン

自衛隊鹿児島地方協力本部　イメージキャラクター

湧水町自衛隊家族会・協力会に入会しませんか

自衛官候補生・一般曹候補生募集します！！

湧水町自衛隊家族会・協力会は，国の
防衛に関する認識を深め，自衛隊と連絡
を密にして隊員の激励援助にあたり，自
衛隊の健全なる発展に協力し，地域社会
の民生安定に寄与することを目的として
います。
今後も更なる組織拡大を図り自衛隊へ
の協力体制を整えて参りますので，賛同
してくださる方を募集いたします。
皆様のご協力をお願いいたします。 昨年は家族会と協力会の合同研修を行

い「新田原基地航空祭 2018」を視察して
きました。日夜国防のために磨かれた飛
行技術を駆使して飛ぶ戦闘機は，とても
迫力があるものでした。

昨年１０月から自衛官採用上限年齢が
２７歳未満から３３歳未満へ引き上げら
れました！！多くの仲間たちと共に国防や災害救助に
に携る自衛官候補生を募集します！！
ご不明な点がございましたら以下の連絡先まで，お
問い合わせください。

家族会は２年に１回，協力会は
４年に１回視察研修があるよ。

みんなで一緒に行こう！！

年に数回自衛官募集説明会も
やってるよ！

興味がある人はぜひ足を
運んでみてね♪
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＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

～スノーディーについて～
ニューヨークは毎年雪がたくさん降り，積もったら何週間も溶け

ません。ニューヨークの住民はこの天候に慣れていますが，降雪量
によっては運転をすることが危険になる場合もあります。積雪が数
センチだったらあまり問題はありませんが，１５センチ以上降るこ
とは珍しくありません。そういう日は学校が休みになります。これ
を「スノーディー」（雪の日）と呼びます。少し降ったら，通常どおりに登校することができますが，４セン
チ以上積もると道路から雪を取り除くのに時間がかかるので，休校になるかまたは遅れて学校が開始されま
す。雪が降るという情報が分かると，子どもたちは朝早く起きてわくわくしながらニュースを見ます。テレ
ビの画面には臨時休校になった学校の名前がアルファベット順に流されます。自分の学校が画面に表示され
ると，子どもたちは自宅で自分の時間を過ごします。公務員も休みになりますから，私の父親は仕事に行き
ませんでしたし，母親も降雪の日は自宅で仕事をしていました。大人は雪の日でも仕事をしなくてはならな
いのは大変だと思っていました。しかし，子どもたちにとって学校が休みになるのは最高なことです。一日
中近所の友達と雪で遊んだり，家のなかで暖かいココアやスープを飲んだりしてゆっくり過ごすのは楽しい
です。勉強時間が長い高校生も休みになると少しでも日頃の睡眠不足を補うチャンスですので，喜びます。

私は大学生になると，雪が滅多に降らないロサンゼルスに住んでいましたので，高校を卒業してからスノー
ディーを経験することが無くなりました。

湧水町では，雪はそんなに降りませんが，ここの子どもたちにもスノーディーの喜びを感じることができ
たらいいなと思います。

今回は以上になります。来月もよろしくお願いします。

皆さん，こんにちは！そして，あけましておめでとうございます！
みなさんはお正月の休日を楽しみましたか？新年の初めは，忙しい一

年の仕事でいっぱいになると思って落ち込み，ストレスを感じやすいも
のです。このような時私はいつも，次のことを忘れないようにしていま
す。アメリカで新年の始まりを祝うときは，「New Year’s Resolutions」
という新たな目標を設定しています。例えば「仕事を今より早くすませ
る」「6 月までに 10 キロダイエットする」のようなものです。この目標
設定で最も重要な部分は，ポジティブな考え方です！

みなさんが新年の初めの 1 月を過ごすにあたって，私が好きな 5 つの格言を紹介します！
5. “What is not started today is never finished tomorrow”
　“ 今日始めなかったことは，明日も終わることはない ”
4. “Success is the sum of small efforts, repeated, day in and day out.” 
　“ 成功は毎日の小さな努力の積み重ねです。”
3. “A year from now you will wish you had started today.”
　“ 今から 1 年後に，あなたは今日始めた方がよかったと思う .”
2. “365 new days, 365 new chances.”
　“365 の新しい日，365 の新しいチャンス .”
1. “It doesn’t matter where you are coming from. All that matters is where you are going.”
　“ あなたがどこから来ているかは関係ありません。 重要なのはあなたが行くところです。”

では，みなさんにポジティブな 2019 年を！

「新年の
インスピレーション！」

第4回Ja
nu

ary Newsletter

Jesseとのスペシャルなエピソード
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明けましておめでとうございます。地域おこし協力隊員の福重ひ
とみです。皆さんは，年末年始どのように過ごされましたか？私は，
鹿児島に移住して初めてのお正月に「三社参り」というのを教えて
もらい，近辺の神社にご挨拶もかねて行きました。「三社参り」とは，
お正月の初詣として三つの神社を詣でることをいうそうで，特に福
岡県を中心として九州地方・中国地方の一部で根付いた風習なのだ
そうです。調べてみると，鹿児島では，「一之宮神社」「鹿児島神社」
「川上天満宮」が鹿児島三社と呼ばれ，島津氏の祖である島津忠久（平安時代末期～鎌倉時代前期
の武将）が，この三つの神社に必ず参拝していたという伝承があったそうです。
また，鹿児島でのお正月で感動したのが「ねったぼ」，「鬼火焚き」，そして「餅勧進」です。「ねっ

たぼ」はさつまいもとお餅をねったものに，きな粉や餡子をつけて
食べる郷土料理です。「鬼火焚き」は，お正月飾りなどを燃やして
一年の健康を祈願する伝統行事です。そして「餅勧進」は還暦を迎
える厄年の男女が，奇抜な格好をして民家や商店を訪問し，無病息
災・家内安全を願う厄除けの伝統行事で，湧水町では吉松地域に伝
わっています。こういった伝統や行事が，東京では無くなりつつあ
りました。でも鹿児島では今も親から子へと引き継がれています。

いつか私も後の世代に残せるように，日々学んでまいりたいと思います。本年もどうぞよろしくお
願いいたします。

☆地域おこし協力隊ブログ『ゆうすいブログ』で検索！URL：https://www.地域おこし.com/

地域おこし協力隊活動報告
隊員の福重ひとみ

湧水汽車会（わくわくぽっぽかい）は，現在１２名の会員で活動を行っております。
湧水町の魅力を県内外へ情報発信するため，湧水町に訪れる方々へのガイド対応や観光協会と連携し観光
ツアーの企画等を行っております。日本名水百選の「丸池湧水」やＳＬ蒸気機関車Ｃ５５５２等の説明や鉄
道の歴史案内，「島津義弘公」ゆかりの地で，歴史ある「勝栗神社」等，観光客に分かりやすく，丁寧な観光
案内を心がけ，大勢の観光客が訪れてくれることを楽しみにしております。
今後，湧水町に観光に訪れる予定のお客様が身近にいらっしゃればぜひご利用ください。

【申込み・問合せ先】　霧島山麓湧水町観光協会（栗野駅舎内）　℡：７４- ５６９０

　観光ボランティアガイド「湧水汽車会」の新規会員を募集しております。湧水町の魅力（自然，歴史，観光
名所等）を会員みんなで学習し，湧水町のＰＲをしませんか。また，ガイドに興味はあるが学ぶことがたくさ
んあり申込みを断念される方は，観光地１つに絞り，その観光地だけ学んでガイドをすることもできます。
（例：丸池専門のガイド，竹中池専門のガイドなど）
　ご不明な点等ございましたらお気軽にお問い合わせください。
【対象者】　　湧水町在住の方。年齢・性別は問いません。
【活動内容】　観光案内・観光名所等の学習会や親睦会など
※現在，丸池湧水や松尾城・吉松駅の歴史，栗野岳・沢原高原の自然ガイドに取り組んでいます。

会
員
募
集
中

湧水汽車会（わくわくぽっぽかい）
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問合せ先 栗野庁舎　水道課　　℡：74－3111　(内線：2171)

水道課からのお知らせ
◆水道管の寒波対策について◆
　水道管にとって寒波は大敵です。破裂や凍結を防止しましょう。

●凍結防止方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　●凍結で水が出ないときは

◆水道管の寒波対策について◆
　水道の検針については，１ヶ月ごとに検針を行っております。
　検針期間は，毎月1日～８日までとなっております。
○検針作業を効率よく実施するため，次のとおりご協力をお願いします。
・入口やメーターボックス付近にペットをつながないでください。
・メーターボックスの上に物を置かないでください。
・メーターボックスが駐車場にある場合は，検針がしやすいように駐車・駐輪してください。
・メーターボックス内を定期的に掃除して見やすい状態にしてください。
・メーターボックス付近の草刈等をして見やすい状態にしてください。

・水栓柱及び蛇口等に保温材や布･毛布等を巻きつ
け，布等が濡れないようにビニール袋で保護する。
・特に冷え込みが予測される時は，お休み前に浴槽な
どの蛇口を少し開けておく。
・太陽熱温水器や湯沸し器等はあらかじめ水を抜いて
おく。

・気温の上昇によって自然に溶けるのを待つ。
・凍った部分にタオルをかぶせ，その上から「ぬ
るま湯」をゆっくりとかける。
※熱湯をかけると水道管や蛇口が破損する場合が
ありますので，絶対にやめてください。

，

，

，

， ，

，

， ， ，

， ， ，

，
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税務署からのお知らせ

確定申告センターの開設について
確定申告センターを次のとおり開設します。

○期間中は税務署内での申告相談は受け付けておりませんので，
　確定申告センターをご利用ください。
( 注 ) 1　受付時間は，午前 9 時から午後 4 時までです。
　　 2　確定申告期限（3 月 15 日）間際になりますと申告会場が混み合うことが予想されますので，

早めの申告にご協力をお願いします。

【確定申告書の控に受付印が必要な方へ !!】
　確定申告書の控に受付印が必要な方は，申告書と同時に控を提出していただく必要があります。後日，
申告書控に受付印を押印することはできません。なお，郵送にて申告書を提出される方は，申告書と申
告控及び返信用封筒（切手貼付）を同封してください。

【いつでもどこでもスマホで申告】
　平成３１年１月から，スマートフォン（以下「スマホ」といいます。）で所得税の確定申告書を作成し，
ｅ－Ｔａｘで申告することができます。
　また，給与所得者（年末調整済み）で，医療費控除又はふるさと納税などの寄付金控除を適用して申
告する方は，スマホ専用画面をご利用いただけますので，大変便利です。
　スマホからｅ－Ｔａｘで申告するためには，事前に税務署で職員と対面による本人確認を行った後に
発行される「ＩＤとパスワード」が必要となります。
　詳しくは，国税庁ホームページ（ｈｔｔｐ :// ｗｗｗ . ｎｔａ . ｇｏ . ｊｐ /）をご覧いただくか，最
寄りの税務署にお尋ねください。

【熊本国税局ホームページの利用について】
　熊本国税局ホームページには，下記のような場合など，税金に関する様々な特例のチェックシートを
掲載しておりますので，是非ご覧ください。
　○土地・建物をお売りになられた方へ
　○財産をもらわれた方へ
　○譲渡所得・贈与税の申告をされる方へ

【掲載場所】熊本国税局ホームページ（熊本国税局ホームページ　検索）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　新着情報　＞　譲渡所得・贈与税の申告をされる方へ

相談会場 日　　　程

加音ホール（姶良市） 平成 3１年 2月 18日（月）～3月 15日（金）
土曜日，日曜日を除く

問合せ先 加治木税務署　℡：62-2161（代）
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国民年金からのお知らせ

国民年金は，年をとったとき，病気や事故で障害が残ったとき，家族の働き手が亡くなったとき
に，働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられています。
２０歳になったら，忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント
◆将来の大きな支えになります！

　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し，保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため，安定していますし，年金の給付は生涯にわたって保障さ
れます。

◆老後のためだけのものではありません！
　国民年金には，年をとったときの老齢年金のほか，障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は，病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また，遺族年金は加入者
が死亡した場合，その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や
「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
☆「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため，ご本人の所得が一定額以下の場合，国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は，学校教育法に規定する大学，大学院，短期大学，高等学校，高等専門
学校，専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程），一部の海外大学の日本分校
に在学する方です。

☆「納付猶予制度」
　学生でない５０歳未満の方で，ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。
　※平成２８年６月以前の期間は，３０歳未満であった期間が対象となります。

保険料を未納のまま放置すると，年金の給付を受け取ることができない場合があります。
また，保険料には学生納付特例制度，納付猶予制度の他，免除制度があります。
国民年金のご相談・手続きについては，下記までお問い合わせください。

～新成人のみなさんへ～　２０歳になったら国民年金

問合せ先
栗野庁舎　住　民　課　　　℡：74-3111（内線2154）
吉松庁舎　地域総務課　　　℡：75-2111（内線3114）
加治木年金事務所　　　　　℡：62-3511
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国
保
だ
よ
り

インフルエンザの本格的な流行が予想されます。
予防対策に取り組みましょう。

１）流行前のワクチン接種
○インフルエンザワクチンは，感染後に発症する可能性を低減させる効果と発症した

場合の重症化予防に有効といわれています。

２）咳エチケット（マスク着用）
○咳・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押さえ，他の人から顔をそむけます。
○鼻水・痰などを含んだティッシュはすぐに蓋付きのゴミ箱などに捨てます。
○咳・くしゃみをしている人はマスクを着用します。

３）外出後の手洗い
○手指や体に付いたインフルエンザウイルスを除去するには流水・石けんでしっかり手を洗うこと

が大事です。手を洗う前に，時計や指輪ははずします。爪も短く切ります。
○石けんで洗い終わったら，十分に水で流し，清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取りましょ

う。

４）適度な湿度の保持
○空気が乾燥すると，気道粘膜の防御機能が低下し，感染症にかかりやすくなるようです。
　適度な湿度５０～６０％を保てるよう，加湿器を使ったり，洗濯物を室内に干すなどしても良い

です。

５）十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
○体の抵抗力を高めるために，十分な休養とバランスのとれた栄養摂取を日ごろからこころがける

と良いです。
	
６）流行時期は人混みや繁華街を避ける

○外出の必要性がある時にはマスクを着用し，できるだけ短時間にすると良い
　です。

　特定健康診査を受診されていない方で，県内の医療機関で生活習慣病の治療中の方は「特定健康診査
情報提供票」の提出をお願いします。
　なお，「人間ドック」「職場健診」を受けられた方は，健診結果を栗野庁舎保健衛生課・吉松庁舎地域
総務課・栗野保健センターまでお持ちください。（コピーを郵送でも構いません。）
　（※対象者には 12 月中に郵送でお知らせしてあります。）

みんなで予防！インフルエンザ
しっかり手洗い・きちんとマスク（咳エチケット）

特定健康診査情報提供のお願い

問合せ先 栗野庁舎　保健衛生課　℡：74－3111（内線2123）
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南
の
島
で
国
際
交
流
第
43
回
ち

び
っ
こ
探
検
学
校
与
論
島
参
加

者
募
集　

　

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
与
論

島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然

の
中
で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間

と
民
宿
で
の
共
同
生
活
や
様
々
な
野

外
活
動
（
海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
、

さ
と
う
き
び
刈
り
等
）
を
通
じ
て
友

達
作
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
お
互
い

に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的
に
行

動
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

▼
日
程

平
成
31
年
３
月
27
日
（
水
）
～
４

月
２
日
（
火
）
の
６
泊
７
日
間

▼
場
所

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

▼
定
員

日
本
人
・
在
日
外
国
人
小
学
生

３
０
０
名

▼
募
集
締
切

平
成
31
年
３
月
５
日(

火)

（
小
学
２
年
生
〜
６
年
生
は
２
月

末
ま
で
）

▼
問
合
せ
先

公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
４
１

−

０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

７

−

15

−

４
第
三
花
田
ビ
ル
４
階

☎
０
３

−

６
４
１
７

−

９
７
２
１

「
ほ
っ
！
と
相
談
」

（
無
料
相
談
）
の
開
催

　

つ
ら
い
気
持
ち
、
不
安
な
ど
、
ひ

と
り
で
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
精
神
対
話
士
が
相
談
に
応
じ
、

将
来
の
希
望
や
心
配
ご
と
等
の
解
決

に
向
け
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。
電
話

で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

▼
日
程

平
成
31
年
2
月
3
日
（
日
）・
10

日（
日
）・
17
日（
日
）・
23
日（
土
）・

24
日
（
日
）

3
月
2
日
（
土
）
～
4
日
（
月
）

▼
時
間

　

13
時
～
17
時

▼
会
場

霧
島
市
国
分
公
民
館
小
研
修
室

（
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
３

階
）

▼
対
象
者
　

若
年
層
（
39
歳
以
下
の
方
）
及
び

そ
の
保
護
者
等

▼
相
談
・
問
合
せ
先

一
般
財
団
法
人
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

協
会
鹿
児
島
事
務
所

☎
０
８
０

−

８
３
９
７

−

９
５
０
７

平
成
30
年
度
難
病
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
難
病
を
抱
え
な
が
ら
地

域
で
生
活
し
て
お
ら
れ
る
多
く
の
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
を
支
援
す
る
、
難

病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お

り
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
た

め
の
難
病
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
な
お
講

座
は
２
回
あ
り
、
１
回
の
み
の
受
講

も
可
能
で
す
が
、
２
回
受
講
し
な
け

れ
ば
難
病
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
日
時

【
1
回
目
】
平
成
31
年
2
月
18
日

（
月
）
13
時
～
16
時
（
受
付
：
12

時
30
分
～
）

【
2
回
目
】
平
成
31
年
2
月
25
日

（
月
）
10
時
～
15
時
45
分
（
受
付
：

9
時
30
分
～
）

▼
場
所

姶
良
保
健
所
２
階
大
会
議
室

（
霧
島
市
隼
人
町
松
永
３
３
２
０

−

１
６
）

▼
定
員
及
び
受
講
料

　

20
名
・
無
料

▼
問
合
せ
・
申
込
み
先

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
市
小
野
一
丁
目
１

−

１

（
ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し
ま
）

☎
０
９
９

−

２
１
８

−

３
１
３
３

Ｅ
メ
ー
ル
：nanbyou@

pref.

　
　
　
　kagoshim

a.lg.jp

２
月
は
「
猫
の
適
正
飼
養
推
進

月
間
」
で
す

▼
実
施
期
間

平
成
31
年
２
月
１
日
（
金
）
～

２
月
28
日
（
木
）

　

県
内
で
は
、
平
成
29
年
度
だ
け
で

も
１
，７
０
０
頭
あ
ま
り
の
猫
が
保

健
所
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼

い
主
さ
ん
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
最
後

ま
で
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

猫
を
適
正
に
飼
う
ル
ー
ル
と
は
、

①
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
は
室
内
で
飼
い
、
交
通
事
故
、

ケ
ガ
、
感
染
症
等
の
危
険
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
猫
が
周
囲

の
人
へ
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
不
妊
処
置
を
し
ま
し
ょ
う

猫
は
年
に
複
数
回
出
産
可
能
で

す
。
適
切
な
繁
殖
制
限
が
必
要
で

す
。

③
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

飼
い
猫
と
わ
か
る
よ
う
に
、
迷
子

札
を
付
け
る
等
の
所
有
者
明
示

を
し
、
万
が
一
迷
子
に
な
っ
た
場

合
は
保
健
所
へ
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ
先

姶
良
保
健
所　

衛
生
・
環
境
課　

衛
生
薬
務
係

☎
４
４

−

７
９
６
０

相
続
手
続
を
応
援
し
ま
す
！

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
登

記
所
（
法
務
局
）
に
戸
籍
謄
本
等
の

束
と
相
続
関
係
を
一
覧
に
表
し
た
図

（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）
を
提
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
登
記
官
が
そ

の
一
覧
図
に
認
証
文
を
付
し
た
写
し

を
「
無
料
」
で
必
要
な
通
数
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写

し
を
御
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
相

続
に
関
す
る
各
種
手
続
に
戸
籍
謄
本

等
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が

な
く
な
り
、
預
貯
金
の
払
戻
し
等
、

各
種
相
続
手
続
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
各
手
続
の
審
査
機
関

の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
是

非
と
も
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/M
IN

JI/
m

inji05_00284.htm
l)

で
御
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

最
寄
り
の
法
務
局
（
登
記
相
談
は

予
約
制
）

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。



鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
平

成
31
年
度
学
生
募
集
に
つ
い
て

　

農
業
大
学
校
で
は
、
平
成
31
年
度

入
学
の
一
般
入
学
試
験(

Ｂ
日
程)

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
出
願
期
間

平
成
31
年
1
月
4
日(
金)

～
21
日(
月)
【
必
着
】

▼
試 

験 

日

平
成
31
年
1
月
31
日(

木)

▼
合
格
発
表

平
成
31
年
2
月
8
日(

金)

▼
受
験
資
格

① 

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、

も
し
く
は
平
成
31
年
3
月
に
卒

業
見
込
み
の
者
、
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
知

事
が
認
め
た
者

② 

卒
業
後
に
農
業
に
従
事
す
る

見
込
み
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健

康
な
者

※
募
集
す
る
学
科
や
人
数
な
ど

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
農
業
大
学
校

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校

　

☎
０
９
９

−

２
４
５

−
１
０
７
１　

 

　

Ｅ
メ
ー
ル
：nodaikyo@

pref.
kagoshim

a.lg.jp

１
月
26
日
は
全
国
一
斉
「
文
化

財
防
火
デ
ー
」

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

毎
年
１
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
の

同
日
に
法
隆
寺
の
金
堂
壁
画
が
焼
損

し
た
こ
と
か
ら
、
全
国
一
斉
「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
も
、
木
造
建
築
の
古
い
神

社
を
は
じ
め
、
先
祖
代
々
受
け
継
が

れ
て
い
る
貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
文
化
財
が
焼
失
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
文
化
財
周
辺

で
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。　

今
年
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
鹿
児

島
で
開
催

　

今
年
の
夏
、
鹿
児
島
県
で
「
感
動

は
無
限
大
南
部
九
州
総
体 

２
０
１
９
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
県
内
の

多
く
の
高
校
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
支

え
る
活
動
を
展
開
中
で
す
。
活
動
の

様
子
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。（「
高
校
生
活
動
に
つ

い
て
」
で
検
索
）

【
大
会
概
要
】

▼
総
合
開
会
式

　

7
月
27
日(

土)　

　

鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ

　

観
覧
者
募
集
は
5
月
開
始
予
定

▼
県
内
競
技
開
催
期
間

　

7
月
26
日(

金)

～
8
月
20
日(

火)

▼
県
内
開
催
競
技

　

体
操(

体
操
競
技
、
新
体
操)

、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
柔
道
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー

　

※
詳
し
く
は
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
２
０
１
９
」で
検
索
）

▼
問
合
せ
先

 

平
成
31
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会

鹿
児
島
県
実
行
委
員
会
事
務
局

(

教
育
庁
保
健
体
育
課
高
校
総
体

推
進
室
内)

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

５
３
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

−

２
８
６

−

５
６
０
５

Infomation

交通ルールを守りましょう

横川警察署管内の
死亡事故 0

ゼロ

 は
１月８日現在1,680日です。

，
，

，
，

，

，
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 〈国土交通省川内川河川事務所による川内川水質検査の速報値（抜粋）〉１月８日現在
栗野地点の水質検査の結果については，環境基準値内となっています。

・掲載項目の環境基準値は，ｐＨ：6.5以上8.5以下，ヒ素：0.01ｍｇ/ｌ以下，カドミウム：0.003ｍｇ/ｌ以下です。
・川内川の水質検査については，国土交通省川内川河川事務所が4月26日以降継続して検査を行っています。
・８月から３項目の水質検査が１週間ごとになりました。
・川内川合流後地点（徳満橋）と長江川(有島橋)は簡易測定なので，pHのみの検査になっています。

地点名
天候

栗野 川内川合流後地点（徳満橋） 長江川（有島橋）
調査項目 ｐ H ヒ素

(mg/l)
カドミウム

(mg/l) ｐ H ｐ H

12 月  5 日 晴れ 7.2 0.005 未満 0.0003 未満 6.1 5.0
12 月 12 日 晴れ 7.4 0.005 未満 0.0003 未満 7.5 6.1
12 月 19 日 晴れ 7.3 0.005 未満 0.0003 未満 6.3 4.9
12 月 26 日 くもり 7.4 0.005 未満 0.0003 未満 7.1 6.6
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短
　
　
歌

平
成
と
昭
和
を
生
き
て
遙
か
な
り
新
年
の
御み

世
平
和
で
あ
れ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

霜
や
け
で
眠
れ
ぬ
夜
に
母
が
居
た
今
日
は
命
日
花
を
供
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

頑
固
爺
の
立
て
た
案
山
子
は
美
少
年
雀
も
寄
り
き
て
山
田
賑
は
う　
　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

燃
え
あ
が
る
サ
ル
ビ
ア
の
花
咲
き
お
り
て
一
夜
の
霜
に
風
変
わ
り
せ
し　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

肩
パ
ッ
ト
外
し
て
軽
く
な
り
し
身
よ
白
き
風
吹
く
秋
の
夕
暮
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

顧
み
る
越
え
し
苦
楽
の
八
十
路
坂
運さ
だ
め命
に
寄
り
そ
い
流
さ
れ
き
て　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

青
き
帽
子
深
ぶ
か
と
被
り
む
っ
ち
り
な
手
足
は
み
出
す
乳
母
車
に
笑
む　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

滝
下
の
二
本
の
も
み
じ
散
り
た
る
を
短
歌
と
カ
メ
ラ
に
納
め
し
朝　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

く
ち
な
し
の
ひ
と
重
の
花
の
風
ぐ
る
ま
姉
と
遊
ん
だ
幼
き
日
々
よ　
　
　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

紅
葉
と
な
り
た
る
楓
を
潜
り
抜
け
信
号
機
に
て
し
ば
し
眺
む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

街
路
樹
の
枯
れ
葉
ゆ
れ
つ
つ
風
に
耐
え
ま
ま
に
揺
れ
ゐ
る
残
る
ひ
と
ひ
ら　
　
　
　
　

原
口　

信
子

年
か
さ
ね
周
り
が
老
い
て
み
な
逝
き
て
生
き
が
い
の
意
味
か
み
し
め
て
お
り　
　
　
　

永
山　

景
子

風
の
夜
裏
の
竹
や
ぶ
ぎ
し
ぎ
し
と
う
な
り
て
寂
し
一
人
の
夕
餉　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

　
川
　
　
柳

二フ
タ
ム
ス
メ

人
娘
ど
つ
ち
に
ゆ
く
か
ち
ヽ
げ
ん
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

住
義

お
年
玉
孫
曾
孫
な
ど
指
を
折
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

　
俳
　
　
句

手
踊
の
や
う
な
体
操
着
ぶ
く
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

く
の
字
深
く
大
根
引
く
や
や
歪
い
び
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

　

薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五 

忙い
そ
がし
て
女か

か房
あ
連
れ
だ
っ
美
容
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
小み

ご

て
奇
麗
あ
旦は

ん那
が
体か

お栽
も
良え

ど
が
な

今
年
ど
ま
夢
で
終
わ
ら
ん
ダ
イ
エ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
家け
ね
じ
ゅ

族
中
で
実す

れ行
ば
遣や

い
遂と

ぐ
っ
か
も

餅も

ち
ゃ
搗ち

か
じ
鍋
あ
焦
が
れ
っ
何な

ゆ
料じ

ゅ理
ろ
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
娘こ

か
あ
タ
ッ
パ
で
御ご

っ

そ
馳
走
が
届と

じ
っ

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い

方
は
、
毎
月
15
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
。

空港バス（県際特急バス）
水俣⇔伊佐⇔湧水⇔鹿児島空港
空港バスは，水俣・伊佐・湧水地域と鹿児
島空港を結ぶ交通手段として，地域住民や旅
行者にとって重要な路線です。
この路線は年々利用者が減少しているため，
このままでは路線の維持が難しくなってしま
います。大切なバス路線を守っていくために
も，皆さんの利用をよろしくお願いします。
時刻表は，各庁舎窓口で配布しているほか，
南国交通㈱のホームページで時刻表・運賃等
が確認できます。
南国交通㈱ホームページ
https://nangoku-kotsu.com
（問合せ先）
南国交通株式会社　☎０９９５-５８-２３４１
                           ☎０９９５-２２-１４３５
湧水町役場企画課
       　　　　　　　☎７４-３１１１（内線2262）

（栗野・水俣間　約87分）
（栗野・大口間　約30分）
（栗野・空港間　約30分）

鹿児島市内・空港間
最短約３８分

○飛行機
鹿児島→東京
（約１時間５５分）

【新水俣駅】○九州新幹線
新水俣→新大阪（約３時間４９分）
新水俣→博多（約１時間３分）

水俣市

伊佐市

湧水町

鹿児島空港

公共交通を使って
出かけませんか？

水俣市：湯の鶴温泉

水俣市：蘇峰・蘆花生家園

伊佐市：郡山八幡神社

伊佐市：菱刈パークゴルフ場・湯之尾温泉

を利用しましょう！
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２月３日（日）
　田代医院　　　　　　74-2075
　アクア薬局　　　　　74-1078
２月１０日（日）
　大庭医院　　　   　　76-1984
　寺脇薬局　　　　　　76-2008

２月１１日（月）
　林内科医院        　　　75-2047
　ピアノ薬局　　　　　  75-4526
２月１７日（日）
　前田医院　　　　　  　74-5001
２月２４日（日）
　林内科         　　　　  72-1818
　サン調剤薬局　　　　  72-1800

日曜・祝日在宅医（薬局）（２月）

12
月
１
日
（
土
）

・
百
歳
到
達
訪
問

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
特
別
講
演
会

12
月
４
日
（
火
）

・
ひ
と
り
金
婚
者
の
集
い

・
Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
㈱
来
庁
対
応

・
町
農
業
農
村
推
進
協
議
会

12
月
５
日
（
水
）

・
町
酪
農
部
会
交
流
会

12
月
６
日
（
木
）

・
㈱
ダ
ッ
ド
来
庁
対
応

12
月
７
日
（
金
）

・
財
政
健
全
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会
及

び
交
流
会

12
月
８
日
（
土
）
～
９
日
（
日
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
大
島
拘
置
支
所
視
察

12
月
10
日
（
月
）
～
11
日
（
火
）

・
定
例
議
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
11
日
（
火
）

・
小
正
醸
造
㈱
来
庁
対
応

・
栗
野
土
地
改
良
区
水
神
祭

12
月
12
日
（
水
）

・
横
川
・
え
び
の
警
察
署
年
末
・
年
始
特
別

警
戒
合
同
開
始
式

12
月
13
日
（
木
）

・
経
済
連
年
末
研
修
会

12
月
14
日
（
金
）

・
議
員
全
員
協
議
会

・
舞
台
芸
能
祭
・
文
化
祭
反
省
会

12
月
17
日
（
月
）

・
国
体
常
任
委
員
会

・
吉
松
土
地
改
良
区
臨
時
総
代
会

12
月
18
日
（
火
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
区
長
会

・
町
消
防
後
援
会
交
流
会

12
月
19
日
（
水
）

・
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

・
栗
野
土
地
改
良
区
北
方
地
区
総
会

12
月
20
日
（
木
）

・
定
例
議
会
最
終
本
会
議

12
月
21
日
（
金
）

・
霧
島
青
年
会
議
所
来
庁
対
応

・
町
消
防
団
幹
部
会

・
農
業
委
員
会
交
流
会

12
月
25
日
（
火
）

・
フ
ェ
ニ
テ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
㈱
来

庁
対
応

12
月
26
日
（
水
）

・
町
農
業
農
村
推
進
協
議
会
臨
時
総
会

・
町
農
業
再
生
協
議
会

・
町
保
護
司
会
交
流
会

12
月
27
日
（
木
）

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
臨
時
会

・
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合
定
例
会

・
大
口
地
方
卸
売
市
場
管
理
組
合
定
例
会

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
定
例
会

12
月
28
日
（
金
）

・
町
内
関
係
機
関
年
末
あ
い
さ
つ
回
り

・
仕
事
納
め
式

12
月
29
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

・
町
消
防
年
末
夜
警

町
長
動
静
　
　
　(

12
月
１
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

鮫さ
め
し
ま島　

歩あ
ゆ
む志　
　

恭
志
郎　
　

支
区
外

米こ
め
つ
ぎ次　

美み
は
る陽　
　
　

涼　
　
　

新
替
団
地

永な
が
よ
し吉　

花は

な菜　
　

 
優
太　

 　

新
替
団
地

樋ひ
わ
た
し渡　

柊し
ゅ
う
ま真　
　
　

匠　
　
　

丸
池
タ
ウ
ン

富と
み
な
が永　

ひ
か
り　

 

英
昭　
　

  
門
前

林は
や
し
　
　

寿ほ

柊ぎ
と　
　

 

拳
冬　
　

  
支
区
外

（
平
成
30
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

永
山
の
菱
刈
一
則
さ
ん
か
ら

（
チ
リ
さ
ん
死
去
）

佃
の
村
井
多
恵
子
さ
ん
か
ら

（
圖
師
義
寛
さ
ん
死
去
）

町
外
の
立
山
弘
昭
さ
ん
か
ら

（
サ
ツ
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
津
久
江
里
美
さ
ん
か
ら

（
宮
本
ミ
ド
リ
さ
ん
死
去
）

下
坂
元
の
西
勝
則
さ
ん
か
ら

（
ナ
ミ
子
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

圖
師　

義
寛　
　
　
　
　

68　
　
　
　

佃

東
郷　

エ
イ
子　
　
　
　

79　
　
　
　

東
丸
池

桑
畑　

純
高　
　
　
　
　

88　
　
　
　

上
川
添

西　

ナ
ミ
子　
　
　
　
　

91　
　
　
　

支
区
外

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  9,395人（ ー  1人，ー 228人）

  男      4,394人（  ー  3人，ー 102人）

  女      5,001人（  ＋  2人，ー 126人）

世帯数  4,808戸（  ー  5戸，ー 58戸）

　転入　　 27人
　転出　    29人
　出生　　  8人
　死亡　　   7人

平成30年12月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



日 月 火 水 木 金 土
1/13 1/14 1/15 1/16 1/17 1/18 1/19

休館日 母子健康手帳交付
（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）
よしまつふれあい
の家：心配ごと相談

（9:00 ～ 12：00）
資源ごみ分別収集
日（北方・轟・幸田・
米永地区）

心も体も元気教室　
元気アップコース

（13：30～15：00）
温泉健康相談

（13：00 ～ 16：00）

心も体も元気教室　
元気アップコース

（9：30～11：00）
ぼくとわたしの
おはなしの時間

（15：00 〜）：よ
しまつふれあい
の家

資源ごみ分別収集
日（川西地区）

1/20 1/21 1/22 1/23 1/24 1/25 1/26
休館日
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）

資源ごみ分別収集
日（ 上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

母子相談
（14：00 ～ 14：15）
※時間厳守

休館日
（館内整理日）

資源ごみ分別収集
日（川東地区）

1/27 1/28 1/29 1/30 1/31 2/1 2/2
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）

心も体も元気教室　
元気アップコース

（13：30～15：00）
温泉健康相談

（13：00 ～ 16：00）

資源ごみ分別収集
日（川西地区）
特設人権相談所（郷
土 資 料 館 ）10:00
～ 15:00

2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）

資源ごみ分別収集
日（北方・轟・幸田・
米永地区）

心も体も元気教室　
元気アップコース

（13：30～15：00）
母子相談

（14：00 ～ 14：15）
※時間厳守

資源ごみ分別収集
日（川東地区）

2/10 2/11 2/12 2/13 2/14 2/15 2/16
休館日 母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00～17：15）
定例教育委員会（吉
松庁舎）※ 傍聴可

（一部非公開）
資源ごみ分別収集
日（ 上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

心も体も元気教室　
元気アップコース

（9：30～11：00）

資源ごみ分別収集
日（川西地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

く り の 図 書 館 コ ー ナ ー

開館時間 午前10時〜午後6時（金曜日のみ午後7時まで）
毎週月曜日・第 4 木曜日，
祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温泉営業時間 午前 10 時～午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元旦

町民ホール
フレンズ展 2019 1月11日（金）～1月31日（木）
公民館学級活動作品展 1 部 2月3日（日）～2月27日（水）

吉保

吉保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保


